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ofmetepawasdue to theinhibition ofegg
depositionandegghatclinginducedbyreduction
ofovaryorpICnOCisofoogonialcel nucleiin
oogenesis.
新 刊 紹介
AnimalCommunicationbyPheromones.Acade-
micPress(1976)167員 5,940円 H.H.StlOREY著
著者は緒言で,百科部典の記述のように,フェロモン
の種籾と作用を網群しているわけではないことをことわ
っている.矧こ,従来の殆んどのフェロモンに関する=Y.:
作が何人かの研究者による分担執邦であったのに対し.
一人で香いたことを強調しているのは,P.:者なりのフェ
ロモンの意味論を展開したかったに迎いない.従って.
動物全般についてのフェロモンの研究を.消化し総余し
て,統一した方法で紹介している.むしろ昆虫.仏和に
ついての研究の紹介は最小限に留め,動物矧こ門椎動物
について広く記述されているのも特徴である.
96
2草では,昆虫と嘱乳類のフェロモン分相腺,フェロ
モン作用のある匂い物質発丁托の機矧こついて記述されて
いる.
3]7己は.祈者の位も相.1法とするフェロモンfuT'J!Cこ対する
定位･移動のメカニズムの考群であろ.
もう一つの特徴をあげれば,今までのフェロモンの分
数が,行動の約-架によっていたのに対し,むしろ原因と
なる行動によって分現していろことであろう.
-rILT==#者の主張が盛りこまれているが,独善的に
ならすに多くの例証をあげており,フェロモンの研究者
には,r]身の研究に附らしあわせて一読する価値があろ
う. (前桁正三)
